
令和 3 年 3 月

令和 3 年度 令和 12

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千 ／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

口径 金額

１３ｍｍ 100円

２０ｍｍ 150円

２５ｍｍ 200円

３０ｍｍ 300円

４０ｍｍ 400円

５０ｍｍ 2,000円

７５mm 3,000円

水 源 浄水受水・地下水

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

　本町水道事業の水道料金は、「基本料金」と「使用水量に応じた従量料金」、「メータ使用料」、「その合計にか
かる消費税相当額」で構成されています。そのうち従量料金は多く使用するほど１ 当たりの単価が高くなる逓増
型料金体系となっています。

料 金 改 定 年 月 日
（ 消 費 税 の み の 改 定 は 含 ま な い ）

施 設 能 力

施 設 数
浄水場設置数 1

管 路 延 長 163.7

千ｍ配水池設置数

11,200  ／日 施 設 利 用 率 77.5

4

別添１－1

新宮町水道事業経営戦略

団 体 名 ： 新宮町

事 業 名 ： 新宮町水道事業

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

全部適用
現 在 給 水 人 口 32,790

有 収 水 量 密 度 2.15

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～ 年度

事業の現況

供 用 開 始 年 月 日 昭 和 46 年 10 月 1 日 （ ※ １ ） 計 画 給 水 人 口 32,670 (※2)

※1　簡易水道事業として昭和46年度に施設の供用を開始しています。
※2 令和3年度に認可変更を行う予定です。

＜料金表（１か月当たり）＞

使用水量

基本料金

メーター使用料
従量料金

６ まで

７～１５ 

１６～２０ 

２１～５０ 

一時用

５１～２００ 

２０１ 以上

金額

900円

180円/ 

200円/ 

230円/ 

270円/ 

310円/ 

310円/ 

昭 和 58 年 10 月 1 日

※上記料金の合計額に消費税が別途かかります。（１０円未満切り捨て）
※検針が隔月となっている箇所で、検針を行わない月は基本料金とメーター使用料のみ請求します。
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④ 組　織

管理職 水道担当 下水道担当 庶務担当 合計

人 人 人 人 人

１人 人 人 １人 ２人

１人 １人 １人 １人 ４人

人 ２人 １人 ２人 ５人

人 人 １人 ２人 ３人

２人 ３人 ３人 ６人 １４人

（２）

（３） 経営比較分析表等を活用した現状分析

２．将来の事業環境

（１）

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２

98.6% 98.7% 98.8% 98.9% 99.0% 99.1% 99.2% 99.3% 99.4% 99.5%

32,963 33,264 33,564 33,865 34,166 34,238 34,309 34,678 35,047 35,517

（２）

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２

186 186 186 186 186 186 186 186 186 186

6,132 6,188 6,243 6,299 6,355 6,369 6,382 6,451 6,519 6,607

1,551 1,551 1,551 1,551 1,609 1,687 1,765 1,843 1,922 2,000

178 178 178 178 178 178 178 178 178 178

13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

7,874 7,930 7,985 8,041 8,155 8,247 8,338 8,485 8,632 8,798

これまでの主な経営健全化の取組

*1　水道事業の広域化とは、水道法（昭和32年法律第177号）第２条の２第２項の市町村の区域を超えた広域的な水道事業者間の連携等に当たるものである。その具体的な方策として
は、経営統合（事業統合及び経営の一体化をいう。以下同じ。）、浄水場等一部の施設の共同設置や事務の広域的処理等がある。

別紙のとおり

給水人口の予測

① 維持管理業務
　水道施設運転維持管理包括業務（浄水場運転管理、水道の開始・中止の開閉栓、水道管の漏水調査）、検針業務を民間業者に委託し、効
率化と経費削減を図っています。

② 施設の統廃合と広域化の取組
　福岡地区水道企業団の受水量が増えたことや北部福岡緊急連絡管を利用した北九州市からの受水が開始されたことにより、４か所の浄水施
設を廃止又は休止し経費削減を図っています。次に、広域化の取組として、福岡地区水道企業団に水質検査を委託することで、設備投資の削
減を図っています。更に、古賀市との共同配水池（立花第二配水池）を持つことで初期投資の抑制を図っています。

予測値

項目

普及率

給水人口

項目

生活用水原単位（ /人・日）

業務・営業用（ /日）

合計

生活用水量（ /日）

その他用（ /日）

官公署・学校用（ /日）

  今後行われる土地区画整理事業や民間開発による人口増加に伴い、使用水量は今後も増加する見込みです。

　

　給水人口は給水区域内人口に普及率を乗じて算出しました。令和3年度に申請予定の認可申請書（令和2年度作成）の計画値に基づき、給
水普及率を99.5%に設定しています。また、区画整理事業、民間開発等が計画されており、今後も人口増加の傾向が続くものと予測しています。

水需要の予測

年齢

水道担当 61歳～

51～60歳

31～40歳

庶務担当 ～30歳

合計

上下水道課 下水道担当 41～50歳

　新宮町上下水道課は。水道担当、下水道担当、庶務担当の大きく３つに分かれています。
　課長（１人）、課長補佐（１人）、主幹（４人）、主査（４人）、主任主事（２人）、主事（２人）の１４人です。(内水道事業７人）

＜組織体制＞ ＜職員数・年齢構成等＞
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（３）

（４）

３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

①　収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

目 標 更新や修繕などに必要な財源を確保し、収支均衡に努めます。

・料金収入について、今後も微増で推移していく見込みです。
・企業債は、各年度の事業費を基に必要額を計上しています。
・繰入金について、国が定める公営企業繰出基準の原則に従って計算しています。

目標

組織の見通し

投資・財政計画（収支計画）

緊急度・優先順位の高いものから計画的に施設更新を行います。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

（基本方針）
　安定した水の供給のために、効率的な事業運営、費用対効果を考慮した施設更新を実施します。

（具体的な施策）
①老朽化した管路及び水道施設について、耐震性・費用対効果を考慮した効率的な更新方法を検討し、実施します。
②水道事業の健全経営のため、コストの削減に努め、適正な料金体系について検討します。

① 配水管更新事業　　　　　　　事業期間　令和３年度～令和12年度　　　　　　　　　事業費：791百万円

② 水道施設更新事業　　　　 　事業期間：令和３年度～                                    事業費：  13百万円

別　紙　の　と　お　り

　平成14年度に下水道課と統合しており、今後も継続していく予定です。現段階で職員数の変更は予定していません。

料金収入の見通し

　今後も人口増加は継続する見込みのため、料金収入も微増していく見込みです。

500000

520000

540000

560000

580000

600000

620000

640000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

料金収入の見通し
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

過大な管路については、管口径の見直しの検討を行います。

広 域 化

第6次新宮町総合計画では、令和42年頃から人口が減少になることが予測されています。それに伴い
給水収益も減少し、限られた職員数で事業運営を行わなくてはならないことが予想されるため、広域化
についても検討を行い効率的な事業運営を目指していく必要があります。今後の周辺自治体や用水
供給事業の動向に注視し、広域化に向けた必要性やメリットについて検討していきます。

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

現段階での検討事項はありません。

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

老朽化した施設は、維持補修を行いながら延命化を図り投資の平準化に努めます。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

将来の需給バランスを考慮し、余剰な施設が発生した場合、休止・廃止を検討します。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

今後この計画の実施状況を適宜評価・検証を行いながら計画期間の中間時（5年経過後）に見直しを
行います。また、この計画と実績との乖離が著しい場合や計画の前提となる経営・財政条件が大幅に
変更となった場合にも見直しを行います。

繰 入 金 国が定める公営企業操出基準の原則に従います。

資産の有効活用等（*2）による
収 入 増 加 の 取 組

売却可能な資産については、既に売却しているため、現段階では検討事項はありません。

そ の 他 の 取 組 現段階で検討事項はありません。

そ の 他 の 取 組 現段階での検討事項はありません。

料 金 今後も料金収入増の見込みです。

企 業 債 世代間の公平性、将来への負担のバランスを考慮し借入額を検討していきます。

・職員給与費　　現時点で職員数の増減は予定していないため、給与改定分のみを反映して積算しています。
　　令和３年度～令和１２年度　　金額：　 598百万円

・委託料　　　　　水道施設運転維持管理包括業務委託が主なものとなります。
　　令和３年度～令和１２年度　　金額：　 482百万円

・修繕費　　　　　配水管漏水及び浄水場機械設備等の修理費で、近年の実績に基づき積算しています。
　　令和３年度～令和１２年度　　金額：   133百万円

・動力費　　　　　将来的の水需要を踏まえ、受水量とのバランスを考慮し積算しています。
　　令和３年度～令和１２年度　　金額：     96百万円
　
・受水費　　　　　今後の水需要を考慮し積算しています。
　　令和３年度～令和１２年度      金額：3,229百万円
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5
,9

0
1

6
8
,0

5
4

6
8
,0

5
4

6
8
,0

5
4

(3
)

1
5
1
,3

4
9

1
5
3
,2

1
0

1
5
5
,7

9
7

1
5
4
,3

1
3

1
5
6
,1

2
5

1
5
4
,2

8
4

1
5
4
,8

3
6

1
4
7
,9

6
3

1
4
7
,1

0
6

1
4
7
,0

5
3

２
．

2
7
,1

6
1

3
2
,6

7
4

2
9
,2

9
1

2
5
,9

8
4

2
3
,3

1
5

2
1
,4

0
4

1
9
,7

0
5

1
8
,5

9
5

1
7
,7

6
6

1
7
,1

7
5

(1
)

2
7
,1

0
3

2
3
,5

8
1

2
0
,1

9
8

1
6
,8

9
1

1
4
,2

2
2

1
2
,3

1
1

1
0
,6

1
2

9
,5

0
2

8
,6

7
3

8
,0

8
2

(2
)

5
8

9
,0

9
3

9
,0

9
3

9
,0

9
3

9
,0

9
3

9
,0

9
3

9
,0

9
3

9
,0

9
3

9
,0

9
3

9
,0

9
3

(D
)

6
4
0
,8

6
8

6
4
8
,4

8
8

6
4
8
,1

5
3

6
4
3
,8

4
4

6
4
9
,6

6
0

6
5
1
,8

6
5

6
5
7
,4

3
1

6
5
6
,4

7
5

6
6
0
,5

8
1

6
6
5
,2

4
3

(E
)

2
2
,0

4
8

1
7
,9

6
9

2
0
,3

3
5

2
7
,1

3
5

2
3
,2

4
9

2
3
,4

2
0

2
0
,3

1
6

2
3
,4

2
5

2
1
,5

2
7

1
9
,0

6
2

(F
)

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

(G
)

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

(H
)

2
2
,0

4
8

1
7
,9

6
9

2
0
,3

3
5

2
7
,1

3
5

2
3
,2

4
9

2
3
,4

2
0

2
0
,3

1
6

2
3
,4

2
5

2
1
,5

2
7

1
9
,0

6
2

(I
)

(J
)

1
,0

2
4
,6

7
8

1
,0

3
2
,0

0
0

1
,0

3
2
,0

0
0

1
,0

3
2
,0

0
0

1
,0

3
2
,0

0
0

1
,0

3
2
,0

0
0

1
,0

3
2
,0

0
0

1
,0

3
2
,0

0
0

1
,0

3
2
,0

0
0

1
,0

3
2
,0

0
0

5
2
,6

0
8

5
0
,0

6
7

5
0
,2

0
5

5
0
,3

4
4

5
0
,4

8
2

5
0
,6

7
8

5
0
,8

6
6

5
1
,0

0
4

5
1
,1

4
2

5
1
,2

8
9

(K
)

1
9
0
,6

1
7

1
8
6
,3

3
4

1
7
1
,7

3
5

1
5
6
,7

7
1

1
5
4
,6

1
1

1
3
1
,0

1
9

1
1
7
,3

3
9

1
0
7
,7

6
3

9
1
,4

4
0

7
6
,1

6
0

宮

4
4
,0

9
4

4
2
,6

4
9

4
4
,5

9
3

4
2
,7

1
7

4
3
,3

2
0

4
3
,5

4
3

4
3
,1

9
3

4
3
,3

5
2

4
3
,3

6
3

4
3
,3

0
3

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

6
0
0
,7

8
6

6
0
1
,5

7
8

6
0
3
,2

3
7

6
0
4
,8

9
5

6
0
6
,5

5
3

6
0
8
,9

1
1

6
1
1
,1

6
2

6
1
2
,8

2
1

6
1
4
,4

7
9

6
1
6
,2

3
7

(N
)

(O
)

(P
)

健
全

化
法

施
行

令
第

17
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

健
全

化
法

第
22

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P

）
×

1
00

)

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)
地

方
財

政
法

に
よ

る
資

金
不

足
の

比
率

(（
L
）/

（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

16
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
健

全
化

法
施

行
規

則
第

６
条

に
規

定
す

る
解

消
可

能
資

金
不

足
額

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

う
ち

未
払

金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
00

）

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金
流

動
負

債
う

ち
建

設
改

良
費

分
う

ち
一

時
借

入
金

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

減
価

償
却

費
営

業
外

費
用

支
払

利
息

そ
の

他
支

出
計

経
常

損
益

(C
)-

(D
)

収 益 的 支 出

修
繕

費
材

料
費

受
水

費
そ

の
他

加
入

金
負

担
金

そ
の

他
収

入
計

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

令
和

１
２

年
度

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度
令

和
８

年
度

営
業

外
収

益
補

助
金

他
会

計
補

助
金

そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入
そ

の
他

令
和

９
年

度
令

和
１

０
年

度
令

和
１

１
年

度

経
費

動
力

費
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様
式

第
2
号

（
法

適
用

企
業

・
資

本
的

収
支

）
投

資
・財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

【
水

道
事

業
】

（
単

位
：千

円
）

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

１
．

3
0
,0

0
0

3
0,

0
0
0

3
0
,0

0
0

60
,0

0
0

6
0
,0

0
0

6
0,

0
0
0

6
0
,0

0
0

60
,0

0
0

6
0
,0

0
0

２
．

３
．

４
．

1
,0

9
6

1
,6

4
4

1,
6
4
4

1
,6

4
4

1
,6

4
4

1
,6

4
4

1,
6
4
4

1
,6

4
4

1
,6

4
4

1
,6

4
4

５
．

６
．

７
．

８
．

36
,5

5
0

2
1
,3

0
0

4
2,

4
9
4

1
3
,2

3
8

1
8
,6

8
0

2
6,

8
9
5

2
7
,8

1
0

39
,1

4
3

1
5
,0

0
0

９
．

(A
)

3
7
,6

4
6

5
2,

9
4
4

7
4
,1

3
8

44
,8

82
6
1
,6

4
4

8
0,

3
2
4

8
8
,5

3
9

89
,4

54
10

0
,7

87
7
6,

6
4
4

(B
)

(C
)

37
,6

4
6

5
2
,9

4
4

7
4,

1
3
8

4
4
,8

8
2

61
,6

4
4

8
0
,3

2
4

8
8,

5
3
9

8
9
,4

5
4

1
00

,7
8
7

7
6
,6

4
4

１
．

82
,2

5
6

10
1
,2

0
0

9
4,

5
0
0

6
1
,2

0
0

86
,5

0
0

10
5
,6

0
0

1
1
5,

6
0
0

1
1
2
,6

0
0

1
27

,7
0
0

10
5
,5

0
0

２
．

1
36

,5
4
1

14
0
,0

6
1

1
4
3,

6
8
5

1
2
7
,1

4
2

1
14

,0
5
4

11
1
,2

9
1

8
7,

4
7
6

7
3
,1

6
7

63
,4

2
3

4
7
,0

8
1

３
．

４
．

５
．

(D
)

21
8
,7

9
7

2
4
1,

2
6
1

2
3
8
,1

8
5

1
88

,3
42

20
0
,5

5
4

2
1
6,

8
9
1

2
0
3
,0

7
6

1
85

,7
67

19
1
,1

23
1
5
2,

5
8
1

(E
)

18
1,

15
1

1
88

,3
1
7

1
6
4
,0

4
7

1
43

,4
60

13
8,

91
0

1
3
6,

5
6
7

1
1
4
,5

3
7

96
,3

13
9
0
,3

3
6

7
5,

9
3
7

１
．

1
77

,6
8
0

18
1
,5

9
9

1
5
9,

8
6
5

1
3
9
,6

4
5

1
31

,5
9
2

12
9
,2

1
0

1
0
7,

0
1
8

8
9
,1

5
0

82
,8

3
0

6
8
,2

5
5

２
．

３
．

４
．

3
,4

7
1

6
,7

1
8

4,
1
8
2

3
,8

1
5

7
,3

1
8

7
,3

5
7

7,
5
1
9

7
,1

6
3

7
,5

0
6

7
,6

8
2

(F
)

18
1
,1

5
1

1
8
8
,3

1
7

1
64

,0
47

1
4
3
,4

6
0

13
8
,9

1
0

1
3
6
,5

6
7

1
14

,5
37

9
6
,3

1
3

9
0
,3

3
6

7
5
,9

3
7

(G
)

(H
)

1
,1

4
6
,3

5
7

1
,0

3
6,

2
9
6

9
2
2
,6

1
1

8
25

,4
69

77
1
,4

1
5

7
2
0,

1
2
4

6
9
2
,6

4
8

6
79

,4
81

67
6
,0

58
6
8
8,

9
7
7

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

2
,8

80
2
,8

8
0

2
,8

8
0

2,
8
8
0

2
,8

80
2
,8

8
0

2
,8

8
0

2,
88

0
2
,8

80
2
,8

8
0

2
,2

17
2
,2

1
7

2
,2

1
7

2,
2
1
7

2
,2

17
2
,2

1
7

2
,2

1
7

2,
21

7
2
,2

17
2
,2

1
7

6
6
3

6
6
3

6
63

66
3

6
6
3

6
6
3

6
63

66
3

6
6
3

6
6
3

1
,0

96
1
,6

4
4

1
,6

4
4

1,
6
4
4

1
,6

44
1
,6

4
4

1
,6

4
4

1,
64

4
1
,6

44
1
,6

4
4

1
,0

96
1
,6

4
4

1
,6

4
4

1,
6
4
4

1
,6

44
1
,6

4
4

1
,6

4
4

1,
64

4
1
,6

44
1
,6

4
4

3
,9

76
4
,5

2
4

4
,5

2
4

4,
5
2
4

4
,5

24
4
,5

2
4

4
,5

2
4

4,
52

4
4
,5

24
4
,5

2
4

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

令
和

１
０

年
度

令
和

１
１

年
度

令
和

１
２

年
度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度
令

和
９

年
度

令
和

３
年

度

補
 

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

計

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

補  財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

そ
の

他

計

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(A
)-

(B
)

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

令
和

１
２

年
度

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

工
事

負
担

金

令
和

８
年

度
令

和
９

年
度

令
和

１
０

年
度

令
和

１
１

年
度

- 6 -



グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

元
年

度
全

国
平

均

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

元
年

度
決
算

）
福

岡
県

　
新

宮
町

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

1
8
.
9
3

1
,
7
6
2
.
7
0

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
現

在
給

水
人

口
(
人

)
給

水
区

域
面

積
(
k
m
2
)

給
水

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

法
適
用

水
道

事
業

末
端

給
水
事

業
A
5

非
設

置
3
3
,
3
6
8

－

-
7
4
.
1
9

9
7
.
7
3

3
,
9
8
0

3
2
,
7
9
0

1
3
.
0
5

2
,
5
1
2
.
6
4

【
】

全
体

総
括

　
毎

年
拡

大
し

て
い

く
下

水
道

の
面

整
備

に
合

わ
せ

て
、

配
水
管

の
移

設
・

更
新

を
行

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
有

形
固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

類
似

団
体

平
均

よ
り

も
低

く
、

管
路
更

新
率

は
大

き
く

変
動

し
ま

す
。

し
か

し
、

昭
和

4
8
年

に
水
道

事
業

を
開

始
し

て
お

り
、

今
後

法
定

耐
用

年
数

を
超

過
す

る
管

路
が

増
加

し
て

い
く

予
定

で
す
。
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・
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％
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